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恵那市の情報を分かりやすくお伝えします！
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今月の
ベストショット
中野方分団が消防操法４連覇
　６月１４日、武並町の県クリスタル

パーク恵那スケート場で、市消防協会

消防操法大会が行われ、市内１３分団の

消防団員が日頃の練習の成果を競いま

した。
　優勝は中野方分団で、４年連続とな

りました。同分団は、8月 2 日に海

津市で行われる県消防操法大会に、市

消防協会を代表して出場します。
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夏を楽しむ７の方法



　
普
段
は
な
か
な
か
で
き
な
い
体
験
を
し
て
、

こ
の
夏
だ
け
の
思
い
出
を
つ
く
り
ま
せ
ん
か
。

Ｓ
Ｌ
フ
ァ
ン
向
け
の
熱
い
イ
ベ
ン
ト

　
Ｓ
Ｌ
（
蒸
気
機
関
車
）
の
復
元
を
目
指
し
、

実
験
走
行
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
ま
す
。
Ｓ

Ｌ
や
鉄
道
が
好
き
な
方
に
お
薦
め
で
す
。

□
と
き
　
８
月
９
日
㈰
午
前
１０
時
～
午
後
３
時

半□
と
こ
ろ
　
明
智
駅
、
大
正
村
広
場

□
内
容
　
圧
縮
空
気
に
よ
る
Ｓ
Ｌ
走
行
、
フ
ァ

ン
ク
ラ
ブ
発
足
式
、
太
鼓
や
ジ
ャ
ズ
の
演
奏
、

ダ
ン
ス
披
露
、
地
元
特
産
品
の
販
売
、
ミ
ニ
ト

レ
イ
ン
や
鉄
道
模
型
の
展
示

　
　
商
工
観
光
課
（
内
線
３
９
４
）

い
ろ
い
ろ
な
ダ
ム
を
巡
る
ツ
ア
ー

　
東
濃
の
い
ろ
い
ろ
な
ダ
ム
を
１
日
で
見
学
で

き
る
バ
ス
ツ
ア
ー
で
す
。
二
つ
の
コ
ー
ス
か
ら

好
き
な
コ
ー
ス
を
選
ん
で
参
加
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
７
月
２９
日
㈬
午
前
９
時
～
午
後
４
時

半□
コ
ー
ス
　
❶
小
里
川
ダ
ム
～
矢
作
ダ
ム
～
阿

木
川
ダ
ム
～
大
井
ダ
ム
❷
丸
山
ダ
ム
～
阿
木
川

ダ
ム
～
大
井
ダ
ム
～
小
里
川
ダ
ム

□
集
合
　
❶
瑞
浪
駅
に
午
前
８
時
２０
分
か
、
小

里
川
ダ
ム
に
午
前
８
時
４５
分
❷
瑞
浪
駅
に
午
前

８
時
５０
分

□
定
員
　
各
２０
人
（
抽
選
）

□
料
金
　
５０
円
（
保
険
代
）

□
持
ち
物
　
昼
食
、
飲
み
物

□
受
付
期
間
　
７
月
６
日
㈪
～
１７
日
㈮

　
　
　
　
小
里
川
ダ
ム
管
理
支
所
志
５
９
―
０

０
５
６

ひ
ん
や
り
小
里
川
ダ
ム
見
学
会

　
気
温
約
１５
度
の
、
ひ
ん
や
り
と
し
た
ダ
ム
の

中
を
見
学
し
ま
す
。
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な

い
ゲ
ー
ト
室
な
ど
に
入
れ
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
２６
日
㈰
❶
午
前
１０
時
半
❷
午
後

０
時
半
❸
午
後
２
時
半

□
と
こ
ろ
　
小
里
川
ダ
ム
管
理
支
所

□
定
員
　
各
３０
人
（
先
着
順
）

□
締
め
切
り
　
７
月
２４
日
㈮
午
後
４
時

　
　
　
　
小
里
川
ダ
ム
管
理
支
所
志
５
９
―
０

０
５
６

恵那の夏を楽しむ
７
の
方
法

　
間
も
な
く
本
格
的
な
夏
が
や
っ
て
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
楽
し
い
夏
を
過
ご

し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
こ
と
し
も
市
内
各
地
で
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
企
画
し
て
い
ま

す
。

　
夏
の
過
ご
し
方
、
楽
し
み
方
は
人
そ
れ
ぞ
れ
。
こ
こ
で
は
、
恵
那
の
夏
を
目
い
っ

ぱ
い
楽
し
む
た
め
の
七
つ
の
方
法
を
紹
介
し
ま
す
。
気
に
入
っ
た
イ
ベ
ン
ト
を
見
つ

け
、
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

　
芸
術
に
触
れ
、
教
養
を
高
め
る
夏
に
し

ま
せ
ん
か
。

中
原
中
也
オ
ム
ニ
バ
ス

　
独
特
の
世
界
観
で
有
名
な
詩
人
、
中
原

中
也
の
作
品
を
、
恵
那
農
業
高
校
生
が
朗

読
し
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
１１
日
㈯
午
前
９
時
４５
分

□
と
こ
ろ
　
市
中
央
図
書
館

　
　
市
中
央
図
書
館
志
２
５
―
５
１
２
０

「
郷
土
資
料
か
ら
見
え
る
恵
那

の
染
め
物
の
歴
史
」
講
演
会

　
岩
村
の
染
め
物
屋
「
紺
屋
」
に
残
る
芸

術
的
な
型
紙
を
展
示
し
、
そ
の
説
明
を
聞

き
ま
す
。
先
着
１０
人
ま
で
の
染
め
物
体
験

も
あ
り
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
１８
日
㈯
午
後
１
時
半
～
３

時
半

□
と
こ
ろ
　
市
中
央
図
書
館

※
事
前
に
電
話
で
の
申
し
込
み
が
必
要

　
　
　
　
市
中
央
図
書
館
志
２
５
―
５
１

２
０

い
わ
む
ら
城
址
薪
能
　

　
岩
村
城
藩
主
邸
跡
に
あ
る
天
然
の
老
松

を
背
景
に
、
そ
の
夜
限
り
の
能
舞
台
を
特

設
し
て
開
催
す
る
野
外
能
で
す
。
日
本
の

伝
統
芸
能
を
存
分
に
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

□
と
き
　
８
月
２２
日
㈯
午
後
５
時
半
（
開

場
は
午
後
４
時
半
）　

□
と
こ
ろ
　
岩
村
城
藩
主
邸
跡

□
演
目
　
▽
能
＝
「
覇は

王お
う

」　
▽
狂
言
＝

「
延
命
袋
」

□
料
金
　
▽
大
人
＝
３
０
０
０
円
（
前
売

り
）、
３
５
０
０
円
（
当
日
）　
▽
中
高
校

生
＝
１
０
０
０
円

　
　
い
わ
む
ら
城じ

ょ
う

址し

薪
能
実
行
委
員
会

（
ま
ち
並
み
ふ
れ
あ
い
の
舘
内
）
志
４
３

―
４
６
２
２

ゆ
か
た
で
涼
む
美
術
館

　
中
山
道
広
重
美
術
館
の
夏
季
恒
例
イ
ベ

ン
ト
で
す
。
浴
衣
で
来
館
の
方
に
写
真
撮

影
サ
ー
ビ
ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
日
は
観

覧
料
無
料
で
、
夜
間
も
特
別
に
開
館
し
ま

す
。
涼
し
く
芸
術
鑑
賞
し
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
８
月
１４
日
㈮
午
前
９
時
半
～
午

後
８
時
（
入
館
は
午
後
７
時
半
ま
で
）

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
広
重
美
術
館

　
　
中
山
道
広
重
美
術
館
志
２
０
―
０
５

２
２

英
語
絵
本
リ
レ
ー

　
涼
し
い
図
書
館
内
で
、
図
書
館
サ
ポ
ー

タ
ー
が
英
語
の
絵
本
を
リ
レ
ー
形
式
で
読

み
聞
か
せ
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
１２
日
㈰
午
前
１１
時
～
正

午
、
午
後
２
時
～
３
時

□
と
こ
ろ
　
市
中
央
図
書
館

　
　
市
中
央
図
書
館
志
２
５
―
５
１
２
０

読
書
感
想
文
の
書
き
方
講
座

　
読
書
感
想
文
を
書
く
こ
つ
を
伝
授
し
ま

す
。
読
書
や
作
文
が
苦
手
な
人
は
ぜ
ひ
参

加
く
だ
さ
い
。親
子
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
２４
日
㈮
❶
午
後
１
時
半
～

３
時
❷
午
後
３
時
半
～
５
時

□
と
こ
ろ
　
市
中
央
図
書
館

□
対
象
　
❶
小
学
校
低
学
年
❷
小
学
校
高

学
年

□
定
員
　
各
２０
組
（
先
着
順
）

※
事
前
に
電
話
で
の
申
し
込
み
が
必
要

　
　
　
　
市
中
央
図
書
館
志
２
５
―
５
１

２
０

立
体
模
型
の
富
士
山
を
作
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　
夏
休
み
企
画
展
「
冨
士
三
十
六
景
」
の

出
品
作
品
を
題
材
に
、
立
体
模
型
の
富
士

山
を
作
り
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
６
日
㈭
、
９
日
㈰
午
後
１

時
半
～
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
広
重
美
術
館

□
対
象
　
小
学
校
低
学
年
以
上

□
定
員
　
各
２０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
３
０
０
円
（
付
き
添
い
の
保
護

者
は
５
１
０
円
の
観
覧
料
が
必
要
）

□
持
ち
物
　
Ｂ
２
以
上
の
色
の
濃
い
鉛

筆
、
絵
の
具
、
ペ
ン
、
色
鉛
筆
、
は
さ
み
、

の
り

□
受
付
開
始
日
　
７
月
７
日
㈫

　
　
　
　
中
山
道
広
重
美
術
館
志
２
０
―

０
５
２
２

団
体
向
け
の
作
品
鑑
賞
と
多
色

摺
り
プ
ロ
グ
ラ
ム

　
夏
休
み
期
間
に
来
館
す
る
小
学
生
の
団

体
に
は
、
作
品
鑑
賞
と
多
色
摺ず

り
体
験
を

中
心
と
し
た
見
学
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
し

て
い
ま
す
。
子
ど
も
会
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

に
も
ど
う
ぞ
。

□
と
き
　
７
月
２４
日
㈮
～
８
月
２３
日
㈰

（
７
月
２７
日
、
８
月
３
日
、
１０
日
、
１７
日

を
除
く
）

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
広
重
美
術
館

□
対
象
　
小
学
生
を
含
む
団
体

□
料
金
　
無
料
（
付
き
添
い
の
保
護
者
は

５
１
０
円
の
観
覧
料
が
必
要
）

□
申
し
込
み
方
法
　
来
館
の
１
週
間
前
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
む

　
　
　
　
中
山
道
広
重
美
術
館
志
２
０
―

０
５
２
２

普
段
で
き
な
い
こ
と
を

体
験
す
る

芸
術
に
触
れ
る

涼
し
く
夏
を
楽
し
む

申
・
問申

・
問

申
・
問

夏
休
み
の
宿
題
の

ヒ
ン
ト
を
見
つ
け
る

申問　：問い合わせ　　：申し込み　

問

申
・
問

問

問問

申
・
問

申
・
問

問
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夏
と
い
え
ば
や
っ
ぱ
り
お
祭
り
。
恵
那

に
は
た
く
さ
ん
の
お
祭
り
が
あ
り
ま
す
。

家
族
と
、
友
人
と
、
恋
人
と
、
ぜ
ひ
お
出

掛
け
く
だ
さ
い
。

い
わ
む
ら
城
下
町
土
曜
夜
店

　
城
下
町
の
雰
囲
気
を
大
切
に
し
て
い
る

岩
村
に
、
風
情
あ
る
昔
な
が
ら
の
夜
店
が

並
び
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
１１
日
、
１８
日
（
毎
回
土
曜

日
）
午
後
７
時

□
と
こ
ろ
　
岩
村
町
本
通
り

　
　
市
恵
南
商
工
会
岩
村
支
所
志
４
３
―

２
６
３
６

明
智
ぎ
お
ん
祭
　

　
家
々
の
軒
先
に
飾
ら
れ
た
赤
ち
ょ
う
ち

ん
が
、
夜
に
は
風
情
豊
か
に
と
も
り
幻
想

的
な
雰
囲
気
に
な
り
ま
す
。
出
店
や
バ

ザ
ー
な
ど
も
あ
り
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
１７
日
㈮
～
１９
日
㈰
午
後
６

時
～
１０
時

□
と
こ
ろ
　
明
智
町
中
心
地

　
　
市
観
光
協
会
明
智
支
部
（
明
智
振
興

事
務
所
内
）
志
５
４
―
２
１
１
１

福
寿
苑
夏
ま
つ
り

　
上
矢
作
町
の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
太
鼓

の
演
奏
や
バ
ザ
ー
が
あ
り
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
２５
日
㈯
午
後
５
時

□
と
こ
ろ
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
寿

苑
（
上
矢
作
町
）

　
　
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
福
寿
苑
志
４

８
―
３
１
６
１

第
　
回
恵
那
納
涼
水
上
花
火
大

会　
３
艘そ

う

の
台
船
か
ら
打
ち
上
げ
る
水
上
花

火
の
競
演
と
、
湖
面
に
映
え
る
姿
が
必
見

で
す
。
峡
谷
に
約
２
０
０
０
発
の
迫
力
あ

る
音
が
こ
だ
ま
す
る
、
恵
那
峡
の
名
物
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

□
と
き
　
７
月
２５
日
㈯
午
後
８
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
峡
さ
ざ
な
み
公
園

　
　
市
観
光
協
会
志
２
５
―
４
０
５
８

白
鳩
学
園
夏
祭
り

　
恵え

奈な

手
筒
会
に
よ
る
打
ち
上
げ
花
火

や
、
５０
円
か
ら
の
食
べ
物
バ
ザ
ー
、
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
２６
日
㈰
午
後
５
時
半
（
雨

天
決
行
）

□
と
こ
ろ
　
白
鳩
学
園
（
大
井
町
）

　
　
白
鳩
学
園
志
２
６
―
２
１
６
０

い
わ
む
ら
夏
ま
つ
り

　
工
夫
を
凝
ら
し
た
変
装
や
企
画
で
町
並

み
を
練
り
歩
く
「
大
変
装
行
列
」
が
名
物

で
す
。
こ
と
し
で
６８
回
目
を
迎
え
る
、
伝

統
あ
る
お
祭
り
で
す
。

□
と
き
　
▽
大
変
装
行
列
＝
８
月
１
日
㈯

午
後
６
時
　
▽
子
ど
も
み
こ
し
＝
２
日
㈰

午
後
１
時

□
と
こ
ろ
　
岩
村
町
本
通
り

　
　
い
わ
む
ら
夏
祭
り
大
変
装
行
列
実
行

委
員
会
（
市
恵
南
商
工
会
岩
村
支
所
内
）

志
４
３
―
２
６
３
６

道
の
駅
夏
ま
つ
り

　　
道
の
駅
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・
山
岡
」

の
夏
祭
り
で
す
。
屋
台
や
金
魚
す
く
い
、

大
道
芸
、ビ
ン
ゴ
大
会
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
２
日
㈰
午
前
１０
時
～
午
後

６
時

□
と
こ
ろ
　
道
の
駅「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・

山
岡
」

　
　
道
の
駅
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・
山
岡
」

志
５
９
―
０
０
５
１

東
野
納
涼
夏
祭
り

　
た
る
酒
の
鏡
開
き
や
太
鼓
の
演
奏
、
盆

踊
り
、
に
ぎ
や
か
な
屋
台
、
打
ち
上
げ
花

火
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
８
日
㈯
午
後
６
時
半

□
と
こ
ろ
　
東
野
コ
ミ
セ
ン
駐
車
場
（
雨

天
時
は
東
野
小
学
校
体
育
館
）

　
　
東
野
夏
祭
り
実
行
委
員
会
（
東
野
振

興
事
務
所
内
）
志
２
６
―
２
２
４
４

寿
老
の
滝
出
店

　
マ
イ
ナ
ス
イ
オ
ン
あ
ふ
れ
る
寿じ

ゅ

老ろ
う

の
滝

で
、
五
平
餅
な
ど
の
出
店
を
し
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１３
日
㈭
～
１６
日
㈰
午
前
１０

時
～
午
後
１
時
半
（
雨
天
は
出
店
な
し
）

□
と
こ
ろ
　
寿
老
の
滝
（
三
郷
町
）

　
　
市
観
光
協
会
三
郷
支
部
（
三
郷
振
興

事
務
所
内
）
志
２
８
―
１
０
０
１

み
さ
と
野
井
区
夏
祭
り

　
盆
踊
り
や
花
火
、
地
元
農
産
物
の
品
評

会
、
出
店
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
８
日
㈯
午
後
５
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
南
部
農
業
者
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
ー
（
三
郷
町
）

　
　
三
郷
振
興
事
務
所
志
２
８
―
１
０
０

１道
の
駅
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・

山
岡
」
お
盆
イ
ベ
ン
ト

　
水
鉄
砲
や
竹
馬
、
竹
と
ん
ぼ
な
ど
、
昔

の
遊
び
が
体
験
で
き
ま
す
。
子
ど
も
は
も

ち
ろ
ん
、
大
人
も
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。

□
と
き
　
８
月
１３
日
㈭
～
１５
日
㈯
午
前
１０

時
～
午
後
３
時

□
と
こ
ろ
　
道
の
駅「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・

山
岡
」

　
　
道
の
駅
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・
山
岡
」

志
５
９
―
０
０
５
１

ザ
・
縁
日
ふ
る
さ
と
創
生
花
火

　
盆
踊
り
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
バ
ザ
ー
な
ど

が
あ
る
昔
懐
か
し
い
縁
日
で
す
。
縁
日
の

ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
、
ふ
る
さ
と
創
生
花

火
。
音
楽
に
合
わ
せ
て
打
ち
上
げ
ら
れ
る

音
楽
花
火
の
迫
力
を
間
近
で
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１３
日
㈭
　
▽
縁
日
＝
午
後

３
時
　
▽
花
火
＝
午
後
８
時
２０
分

□
と
こ
ろ
　
岩
村
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
岩
村
城
再
建
構
想
実
行
委
員
会
（
市

恵
南
商
工
会
岩
村
支
所
内
）
志
４
３
―
２

６
３
６

明
智
町
納
涼
花
火
大
会

　
町
内
全
域
に
、
ご
う
音
が
鳴
り
響
く
尺

玉
や
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
、
約
１
０
０
０

発
を
打
ち
上
げ
ま
す
。
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
や
バ
ザ
ー
な
ど
も
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１４
日
㈮
　
▽
バ
ザ
ー
＝
午

後
３
時
　
▽
花
火
＝
午
後
７
時
半

□
と
こ
ろ
　
大
正
村
広
場

　
　
明
智
町
納
涼
花
火
大
会
実
行
委
員
会

（
明
智
振
興
事
務
所
内
）志
５
４
―
２
１
１

１恵
那
ま
ち
な
か
市

　
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
軽
ト
ラ
市
、
飲

食
店
を
巡
る
「
ま
ち
の
み
市
」
な
ど
を
行

い
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１４
日
㈮
午
後
５
時

□
と
こ
ろ
　
銀
座
通
り
（
大
井
町
）

□
そ
の
他
　
出
店
者
を
募
集
中
で
す
。

　
　
商
工
観
光
課
（
内
線
３
９
２
）

恵
那
納
涼
夏
祭
り
と
盆
踊
り
の

夕
べ

　
駅
前
通
り
を
主
会
場
と
し
て
、
縁
日
や

盆
踊
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１４
日
㈮
午
後
５
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
駅
前
通
り

　
　
市
商
店
街
連
合
会
（
恵
那
商
工
会
議

所
内
）
志
２
６
―
１
２
１
１

飯
地
高
原
納
涼
夏
ま
つ
り

　
打
ち
上
げ
花
火
や
盆
踊
り
、
コ
ン
サ
ー

ト
、
出
店
、
抽
選
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１４
日
㈮
午
後
５
時
半

□
と
こ
ろ
　
飯
地
コ
ミ
セ
ン
前
（
雨
天
の

場
合
は
飯
地
コ
ミ
セ
ン
）

　
　
飯
地
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
飯
地

振
興
事
務
所
内
）志
２
２
―
３
０
０
１

や
ま
お
か
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　
盆
踊
り
や
出
店
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
行

い
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１５
日
㈯
午
後
６
時

□
と
こ
ろ
　
山
岡
振
興
事
務
所
周
辺

　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
山
岡
志
５

６
―
３
９
２
１

中
野
方
町
夏
祭
り

　
各
自
治
会
に
よ
る
出
店
や
約
５
０
０
発

の
花
火
、
盆
踊
り
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１５
日
㈯
午
後
５
時
５０
分

□
と
こ
ろ
　
中
野
方
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
中
野
方
夏
祭
り
実
行
委
員
会
（
中
野

方
コ
ミ
セ
ン
内
）
志
２
３
―
２
１
１
３

上
矢
作
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

　
谷
あ
い
に
響
く
約
８
０
０
発
の
花
火
が

特
徴
で
す
。
魚
つ
か
み
大
会
な
ど
も
あ
り

ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１４
日
㈮
　
▽
魚
つ
か
み
＝

午
後
２
時
　
▽
縁
日
や
盆
踊
り
、
打
ち
上

げ
花
火
＝
午
後
６
時

□
と
こ
ろ
　
▽
魚
つ
か
み
＝
福
寿
の
里
河

川
公
園
付
近
　
▽
縁
日
や
盆
踊
り
、
打
ち

上
げ
花
火
＝
上
矢
作
グ
ラ
ウ
ン
ド

　
　
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
実
行
委
員
会
（
上

矢
作
振
興
事
務
所
内
）
志
４
７
―
２
１
１

１毛
呂
窪
サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

　
歌
謡
シ
ョ
ー
や
大
道
芸
、
盆
踊
り
、
花

火
、
抽
選
会
、
出
店
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１５
日
㈯
午
後
６
時

□
と
こ
ろ
　
毛
呂
窪
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
笠
置

町
）（
雨
天
の
場
合
は
毛
呂
窪
体
育
館
）

　
　
毛
呂
窪
生
涯
学
習
推
進
委
員
会
（
藤

井
）
志
２
７
―
３
６
０
５

武
並
町
夏
ま
つ
り

　
盆
踊
り
や
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
、
有

志
に
よ
る
出
店
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１５
日
㈯
午
後
６
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場

　
　
武
並
町
ま
ち
づ
く
り
町
民
会
議
（
武

並
コ
ミ
セ
ン
内
）
志
２
８
―
２
４
２
７

問

問問

問問問

問問

問問問

地
元
の
夏
祭
り
を

存
分
に
楽
し
む

４４

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略

問問

問

問問

問問問問

問
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く
し
は
ら
盆
踊
り

　
盆
踊
り
や
屋
台
、
花
火
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
あ
り

ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１５
日
㈯
午
後
６
時

□
と
こ
ろ
　
く
し
は
ら
温
泉
マ
レ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
い
っ

ぷ
く
前

　
　
く
し
は
ら
笑し

ょ
う

盆ぼ
ん

団
（
串
原
振
興
事
務
所
内
）
志

５
２
―
２
１
１
１

み
さ
と
椋
実
区
夏
祭
り
　

　
盆
踊
り
や
花
火
、
出
店
、
た
ん
ぽ
ぽ
作
業
所
の
太

鼓
演
奏
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１５
日
㈯
午
後
６
時
半

□
と
こ
ろ
　
椋
実
公
会
堂
（
三
郷
町
）

　
　
三
郷
振
興
事
務
所
志
２
８
―
１
０
０
１

姫
栗
区
納
涼
夏
祭
り

　
市
消
防
音
楽
隊
に
よ
る
コ
ン
サ
ー
ト
や
盆
踊
り
、

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
出
店
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１５
日
㈯
午
後
６
時
４５
分

□
と
こ
ろ
　
笠
置
コ
ミ
セ
ン
周
辺

　
　
姫
栗
区
納
涼
夏
祭
り
実
行
委
員
会
（
石
原
）
志

２
７
―
３
１
３
７

爪
切
地
蔵
尊
奉
納
花
火
大
会

　
綱
火
と
呼
ば
れ
る
独
特
の
点
火
方
法
で
仕
掛
け
花

火
や
ス
タ
ー
マ
イ
ン
な
ど
を
打
ち
上
げ
ま
す
。
約

３
５
０
年
の
歴
史
と
伝
統
技
法
を
伝
え
る
花
火
大
会

で
す
。

□
と
き
　
８
月
１６
日
㈰
午
後
７
時

□
と
こ
ろ
　
山
岡
町
久
保
原
爪
切
地
蔵
前

　
　
山
岡
振
興
事
務
所
志
５
６
―
２
１
１
１

　
工
作
や
理
科
実
験
な
ど
、
親
子
や
家
族
で
学
び
な

が
ら
楽
し
め
る
催
し
に
出
掛
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

え
な
し
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
　

　
科
学
の
不
思
議
な
体
験
や
、
自
分
で
物
を
作
る
体

験
が
で
き
る
人
気
の
催
し
「
え
な
し
こ
ど
も
フ
ェ
ス

タ
」で
す
。ス
ラ
イ
ム
や
プ
ラ
バ
ン
を
作
る
コ
ー
ナ
ー

な
ど
、
た
く
さ
ん
の
ブ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
１８
日
㈯
、
１９
日
㈰
午
前
１０
時
～
午
後

３
時

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
料
金
　
無
料
（
材
料
費
が
別
途
必
要
）

　
　
え
な
し
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会
（
恵
那

文
化
セ
ン
タ
ー
内
）
志
２
５
―
５
１
２
１

紙
芝
居
「
大
井
町
に
伝
わ
る
昔
話
」

　
市
民
三
学
大
井
塾
紙
芝
居
隊
が
毎
年
一
作
品
ず
つ

作
っ
て
い
る
紙
芝
居
を
上
演
し
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
１１
日
㈯
午
後
２
時
～
２
時
半

□
と
こ
ろ
　
市
中
央
図
書
館

　
　
市
中
央
図
書
館
志
２
５
―
５
１
２
０

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
作
り

　
飛
び
出
す
カ
ー
ド
を
自
分
で
作
っ
て
み
ま
せ
ん

か
。
３０
分
ほ
ど
で
簡
単
に
作
れ
ま
す
。
好
き
な
時
間

に
、
気
軽
に
立
ち
寄
っ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
７
月
１２
日
㈰
午
前
１０
時
～
午
後
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
市
中
央
図
書
館

　
　
市
中
央
図
書
館
志
２
５
―
５
１
２
０

中
原
中
也
オ
ム
ニ
バ
ス

紙
芝
居
「
大
井
町
に
伝
わ
る
昔
話
」

い
わ
む
ら
城
下
町
土
曜
夜
店

ポ
ッ
プ
ア
ッ
プ
カ
ー
ド
作
り

英
語
絵
本
リ
レ
ー

明
智
ぎ
お
ん
祭
（
～
１９
日
㈰
）

え
な
し
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
（
～
１９
日
㈰
）

「
郷
土
資
料
か
ら
見
え
る
恵
那
の
染
め
物

の
歴
史
」
講
演
会

い
わ
む
ら
城
下
町
土
曜
夜
店

市
民
プ
ー
ル
無
料
開
放

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
無
料
開
放（
～
８
月
２１
日
、

毎
週
金
曜
日
）

読
書
感
想
文
の
書
き
方
講
座

団
体
向
け
作
品
鑑
賞
と
多
色
摺
り
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
～
８
月
２３
日
㈰
）

大
井
小
学
校
プ
ー
ル
市
民
無
料
開
放

福
寿
苑
夏
ま
つ
り

第
４４
回
恵
那
納
涼
水
上
花
火
大
会

ひ
ん
や
り
小
里
川
ダ
ム
見
学
会

大
井
小
学
校
プ
ー
ル
市
民
無
料
開
放

白
鳩
学
園
夏
祭
り

い
ろ
い
ろ
な
ダ
ム
を
巡
る
ツ
ア
ー

Ｖ
リ
ー
グ
選
手
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

長
島
小
学
校
プ
ー
ル
市
民
無
料
開
放

い
わ
む
ら
夏
ま
つ
り
（
～
２
日
㈰
）

道
の
駅
夏
ま
つ
り

長
島
小
学
校
プ
ー
ル
市
民
無
料
開
放

立
体
模
型
富
士
山
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

恵
那
北
小
学
校
プ
ー
ル
市
民
無
料
開
放

東
野
納
涼
夏
祭
り

み
さ
と
野
井
区
夏
祭
り

Ｓ
Ｌ
フ
ァ
ン
向
け
の
熱
い
イ
ベ
ン
ト

恵
那
北
小
学
校
プ
ー
ル
市
民
無
料
開
放

立
体
模
型
富
士
山
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

寿
老
の
滝
出
店
（
～
１６
日
㈰
）

道
の
駅
「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
市
・
山
岡
」
お

盆
イ
ベ
ン
ト
（
～
１５
日
㈯
）

ザ
・
縁
日
ふ
る
さ
と
創
生
花
火

ゆ
か
た
で
涼
む
美
術
館

明
智
町
納
涼
花
火
大
会

恵
那
ま
ち
な
か
市

恵
那
納
涼
夏
祭
り
と
盆
踊
り
の
夕
べ

飯
地
高
原
納
涼
夏
ま
つ
り

上
矢
作
町
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

中
野
方
町
夏
祭
り

や
ま
お
か
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

毛
呂
窪
サ
マ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

武
並
町
夏
ま
つ
り

く
し
は
ら
盆
踊
り

み
さ
と
椋
実
区
夏
祭
り

姫
栗
区
納
涼
夏
祭
り

爪
切
地
蔵
尊
奉
納
花
火
大
会

い
わ
む
ら
城
址
薪
能

市
民
プ
ー
ル
無
料
開
放

市
民
プ
ー
ル
無
料
開
放

１１
日
㈯

１２
日
㈰

１７
日
㈮

１８
日
㈯

２０
日
㈪

２４
日
㈮

２５
日
㈯

２６
日
㈰

２９
日
㈬

１
日
㈯

２
日
㈰

６
日
㈭

８
日
㈯

９
日
㈰

１３
日
㈭

１４
日
㈮

１５
日
㈯

１６
日
㈰

２２
日
㈯

５
日
㈯

６
日
㈰
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バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
３
ｏ
ｎ
３
大
会

　
や
ま
お
か
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
で
、
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
の
３スリ
ーｏｎオン
３
ス
リ
ー

大
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１５
日
㈯
午
後
１
時

□
と
こ
ろ
　
山
岡
振
興
事
務
所
周
辺

□
定
員
　
▽
小
学
生
チ
ー
ム
＝
１６
チ
ー
ム
　
▽
一
般

チ
ー
ム
（
中
学
生
以
上
）
＝
１６
チ
ー
ム

※
各
チ
ー
ム
４
人
ま
で
。
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

り□
料
金
　
▽
小
学
生
チ
ー
ム
＝
１
０
０
０
円
　
▽
一

般
チ
ー
ム
＝
２
０
０
０
円
（
保
険
代
と
賞
品
代
を
含

む
）

　
　
　
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま
ち
づ
く
り
山
岡
志
５
６
―

３
９
２
１

プ
ー
ル
を
無
料
開
放

　
各
プ
ー
ル
を
市
民
に
無
料
開
放
し
ま
す
。
気
軽
に

泳
ぎ
に
来
ま
せ
ん
か
。

市
民
プ
ー
ル

□
日
に
ち
　
７
月
２０
日
㈪
、
９
月
５
日
㈯
、
６
日
㈰

□
時
間
　
▽
山
岡
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
・

明
智
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
プ
ー
ル
＝
午
前
９
時
～

午
後
６
時
　
▽
上
矢
作
プ
ー
ル
＝
午
後
１
時
～
６
時

※
各
プ
ー
ル
と
も
受
け
付
け
は
午
後
５
時
ま
で

　
　
市
体
育
連
盟
志
２
５
―
６
４
７
８

小
学
校
プ
ー
ル

□
日
に
ち
　
▽
大
井
小
学
校
＝
７
月
２５
日
㈯
、
２６
日

㈰
　
▽
長
島
小
学
校
＝
８
月
１
日
㈯
、
２
日
㈰
　
▽

恵
那
北
小
学
校
＝
８
月
８
日
㈯
、
９
日
㈰

□
時
間
　
午
後
１
時
～
３
時

□
対
象
　
市
内
在
住
か
在
勤
の
方
（
未
就
学
児
は
保

護
者
同
伴
）

　
　
市
体
育
連
盟
志
２
５
―
６
４
７
８

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
無
料
開
放

　
毎
週
１
回
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
無
料
開
放
し
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
２４
日
～
８
月
２１
日
（
毎
週
金
曜
日
）

午
前
９
時
～
午
後
９
時
半

※
無
料
開
放
は
１
組
１
コ
ー
ト
で
２
時
間
以
内

□
と
こ
ろ
　
ま
き
が
ね
公
園
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

　
　
市
体
育
連
盟
志
２
５
―
６
４
７
８

Ｖ
リ
ー
グ
選
手
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　
親
子
で
参
加
す
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
で
す
。
Ｖ

リ
ー
グ
の
選
手
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
技
術
を
学
べ

ま
す
。
保
護
者
向
け
の
講
演
会
も
あ
り
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１
日
㈯
午
前
９
時
半
～
午
後
３
時

□
と
こ
ろ
　
ま
き
が
ね
公
園
体
育
館

□
対
象
　
小
学
４
年
生
以
下
の
児
童
と
そ
の
保
護
者

（
５
年
生
以
上
の
児
童
で
も
初
心
者
は
参
加
可
能
）

□
定
員
　
▽
児
童
＝
１
０
０
人
　
▽
保
護
者
＝
８０
人

□
内
容
　
児
童
向
け
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
、
保
護
者

向
け
講
演
会
、
親
子
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
交
流
、
質
問

コ
ー
ナ
ー
、
サ
イ
ン
会
、
記
念
撮
影

□
料
金
　
無
料

□
講
師
　
▽
実
技
＝
森
和
夫
さ
ん
（
日
本
小
学
生
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
連
盟
）、
重
村
健
太
選
手
、
加
藤
伊
織

選
手
（
二
人
と
も
豊
田
合
成
ト
レ
フ
ェ
ル
サ
）　
▽

講
演
会
＝
前
田
卓
也
さ
ん
（
恵
那
南
高
等
学
校
）

□
持
ち
物
　
屋
内
シ
ュ
ー
ズ
、
昼
食
、
飲
み
物
、
下

足
を
入
れ
る
袋

□
締
め
切
り
　
７
月
１５
日
㈬

　
　
　
　
榎
木
志
０
９
０
―
１
７
８
４
―
１
２
２
１

ス
ポ
ー
ツ
で
汗
を
流
す

親
子
で
体
験
し

絆
を
深
め
る

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略

問問問問

問問問

申
・
問

申
・
問

問

問問
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県
歴
史
資
料
保
存
協
会
で
は
、

入
門
・
初
級
・
中
級
の
古
文
書
講

習
会
を
開
催
し
ま
す
。

□
と
き
・
と
こ
ろ
（
定
員
）　
▽

７
月
２４
日
㈮
、
２５
日
㈯
＝
瑞
浪
市

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー（
１
０
０
人
）

▽
７
月
３０
日
㈭
、
３１
日
㈮
＝
飛
騨

総
合
庁
舎
（
７０
人
）　
▽
８
月
３

日
㈪
、
４
日
㈫
＝
岐
阜
シ
ン
ク
タ

ン
ク
庁
舎
（
１
０
０
人
）　
▽
８

月
１０
日
㈪
、
１１
日
㈫
＝
可
茂
総

合
庁
舎
（
９０
人
）　
▽
８
月
１８
日

㈫
、
１９
日
㈬
＝
西
濃
総
合
庁
舎

（
１
０
０
人
）　
▽
８
月
２７
日
㈭
、

２８
日
㈮
＝
岐
阜
シ
ン
ク
タ
ン
ク
庁

舎
（
中
級
１
０
０
人
）

□
時
間
　
午
前
９
時
半
～
午
後
３

時
半

□
内
容
　
各
会
場
と
も
１
日
目
午

前
が
入
門
講
座
、
午
後
と
２
日
目

が
初
級
講
座

□
料
金
　
無
料

※
別
途
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
一
般

３
０
０
０
円
、
会
員
２
０
０
０
円

が
必
要

□
持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
昼
食

□
申
し
込
み
方
法
　
各
会
場
の
開

催
日
５
日
前
ま
で
に
❶
会
場
（
岐

阜
シ
ン
ク
タ
ン
ク
庁
舎
は
級
別

も
）
❷
郵
便
番
号
❸
住
所
❹
氏
名

（
ふ
り
が
な
）
❺
電
話
番
号
―
を

記
入
の
上
、
は
が
き
か
電
子
メ
ー

ル
、
フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む

　
　
　
　
〒
５
０
０
―
８
０
１
４

岐
阜
市
夕
陽
ヶ
丘
４
岐
阜
県
歴
史

資
料
保
存
協
会
（
岐
阜
県
歴
史
資

料
館
内
）
志
思
０
５
８
―
２
１
４

―
８
５
６
１
、
死gifuhozon-

kyokai@
hb.tp1.jp

　　
７
月
は
、
青
少
年
の
非
行
・
被

害
防
止
強
調
月
間
で
す
。
青
少
年

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
携
帯
電
話

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
犯

罪
、
薬
物
へ
の
誘
惑
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
危
険
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
家

庭
や
学
校
、
地
域
で
も
力
を
合
わ

せ
て
、
非
行
や
被
害
防
止
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。

　
こ
と
し
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
な

く
そ
う
非
行
　
地
域
で
育
む
青
少

年
」「
青
少
年
　
地
域
で
守
ろ
う

育
て
よ
う
」
で
す
。

□
取
り
組
む
内
容

❶
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
に
係
る

非
行
や
犯
罪
被
害
防
止
対
策
の
推

進❷
有
害
環
境
へ
の
適
切
な
対
応

❸
薬
物
乱
用
対
策
の
推
進

❹
不
良
行
為
や
初
発
型
非
行
（
犯

罪
）
な
ど
の
防
止

❺
再
非
行
（
犯
罪
）
の
防
止

❻
い
じ
め
や
暴
力
行
為
な
ど
の
問

題
行
為
へ
の
対
応

❼
青
少
年
の
福
祉
を
害
す
る
犯
罪

被
害
の
防
止

　
　
生
涯
学
習
課 （
内
線
３
４
２
）

　
定
住
促
進
を
目
的
に
、
市
の
空

き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
た
空
き

家
（
居
住
す
る
に
は
改
修
が
必
要

な
物
件
）
を
住
居
と
し
て
有
効
活

用
す
る
た
め
に
改
修
費
の
一
部
を

助
成
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
市
外
の
方
が
移
住
す

る
場
合
を
助
成
の
対
象
と
し
て
い

ま
し
た
が
、
市
内
に
在
住
す
る
方

も
助
成
の
対
象
に
な
り
ま
し
た
。

□
補
助
対
象
の
要
件
　
次
の
全
て

を
満
た
す
こ
と
。
❶
工
事
費
は

１０
万
円
以
上
で
あ
る
こ
と
❷
市
の

空
き
家
バ
ン
ク
に
登
録
さ
れ
て
い

る
空
き
家
で
、
購
入
か
賃
貸
契
約

が
成
立
し
て
お
り
、
一
戸
建
て
住

宅
で
あ
る
こ
と
❸
工
事
の
施
工
業

者
は
、
市
内
に
事
業
所
を
有
す
る

法
人
か
個
人
事
業
主
で
あ
る
こ
と

❹
補
助
を
受
け
て
か
ら
５
年
間
は

住
居
と
し
て
利
用
す
る
こ
と

□
補
助
対
象
者
　
物
件
の
所
有
者

□
補
助
の
額
　
補
助
対
象
改
修
費

の
２
分
の
１（
上
限
１
０
０
万
円
）

※
補
助
金
の
交
付
日
か
ら
５
年
以

内
に
改
修
し
た
住
宅
を
取
り
壊
し

や
売
却
、
退
去
し
た
場
合
は
、
補

助
金
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す

□
申
請
方
法
　
交
付
申
請
は
改
修

な
ど
の
着
工
前
に
必
要
書
類
を
添

付
し
、
賃
貸
借
契
約
か
売
買
契
約

の
締
結
日
か
ら
起
算
し
て
６
カ
月

以
内
に
提
出
す
る
（
や
む
を
得
な

い
場
合
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
）

□
そ
の
他
　
１
物
件
に
つ
き
補
助

は
１
回
で
す
。

　
　
　
　
総
合
政
策
課
ふ
る
さ
と

活
力
推
進
室
（
内
線
３
２
８
）

　
県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
が
、
若
年
者

就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
「
就
職
ア
プ

ロ
ー
チ
術
」
と
、
個
別
相
談
会

「
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
Ｉ
Ｎ
恵
那
」
を

開
催
し
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
２５
日
㈯
　
▽
セ
ミ

ナ
ー
＝
午
後
１
時
～
２
時
５０
分
　

▽
相
談
会
＝
午
後
３
時
～
４
時
５０

分□
と
こ
ろ
　
中
コ
ミ
セ
ン

□
対
象
　
１５
歳
～
３９
歳
の
ニ
ー
ト

状
態
の
若
者
、
そ
の
保
護
者
、
学

校
を
中
退
し
た
若
者
、
そ
の
保
護

者
や
支
援
者

□
定
員
　
▽
セ
ミ
ナ
ー
＝
３０
人

▽
相
談
会
＝
先
着
４
人
（
１
人
５０

分
）

　
　
　
　
県
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
志
０
５
８
―
２
１
６

―
０
１
２
５

　
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
が
全

国
の
宝
く
じ
売
り
場
で
発
売
さ
れ

ま
す
。
こ
と
し
は
１
等
・
前
後
賞

合
わ
せ
て
７
億
円
。
ま
た
サ
マ
ー

ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
７
０
０
０
万
も
同

時
販
売
し
ま
す
。

　
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市
町
村

の
明
る
く
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り

に
利
用
さ
れ
ま
す
。

□
販
売
期
間
　
７
月
８
日
㈬
～
３１

日
㈮

□
当
せ
ん
金

【
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
】

▽
１
等
＝
５
億
円
×
２３
本
　
▽
１

等
の
前
後
賞
＝
各
１
億
円
×
４６
本

（
発
売
総
額
６
９
０
億
円
、
２３
ユ

ニ
ッ
ト
の
場
合
）

【
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
ミ
ニ
７
０
０
０

万
】

▽
１
等
＝
７
０
０
０
万
円
×
１
１

０
本
（
発
売
総
額
３
３
０
億
円
、

１１
ユ
ニ
ッ
ト
の
場
合
）

　
　
財
務
課
（
内
線
４
３
７
）

●保険証（被保険者証）を更新

　後期高齢者医療制度の保険証（後期
高齢者医療被保険者証）を７５歳以上で
市内に住所がある全ての方と、一定の
障がいがあり後期高齢者医療制度に加
入している６５歳から７４歳の方に交付
します。現在の保険証の有効期限は７
月３１日㈮までです。８月１日㈯からは
７月中に送付する新しい保険証を使用
してください。新しい保険証は、薄い緑色になります。
●平成２７年度の保険料

　後期高齢者医療保険の保険料は、被保険者全員が等しく負担する
「均等割額」と被保険者の所得に応じて負担する「所得割額」の合
計となります。本年度の保険料は、昨年中の所得を基に個人ごとに
計算されます。
　５月末までに県の後期高齢者医療制度の被保険者になった方に
は、７月中旬に「後期高齢者医療保険料額決定通知書」を送付しま
す。保険料額や納付方法が記載されていますので、確認ください。
【保険料の決まり方】

 

※被保険者の所得は、総所得金額などから基礎控除の３３万円を引
いた額
●保険料の納め方

　保険料の納め方には、年金から支払う特別徴収と口座振替や納付
書で支払う普通徴収があります。
●保険料の支払いが難しいとき

　保険年金課では、保険料に関する相談を受け付けています。失業
や災害などで支払いが困難な場合は、早めに相談ください。十分な
収入や資産などがあるにもかかわらず、保険料を納めない場合には、
法律の定めにより滞納処分を行うことがあります。
●保険料の支払いを年金から口座振替に変更できます

　保険料は、口座振替での支払いに切り替えることができます。口
座振替による支払いを希望する方は、問い合わせください。
　　保険年金課（内線１５１）

後期高齢者医療

保険証は８月１日に切り替えです

問

▲

新
し
い
被
保
険
者
証
は

薄
い
緑
色

平成２７年度の保険料

限度額５７万円（年額）
１００円未満切り捨て

均等割額

被保険者１人当たり

　　４１,８４０円

所得割額

被保険者の所得
×所得割率７．９９㌫

＝ ＋

　花火は日本の夏の風物詩です。夜の闇に輝く色
鮮やかな光のアートは、昔も今も見る人の心を魅
了します。
　しかし花火も危険物です。取り扱いを誤ると火
災になったり、けがをしたりと思わぬ事故につな
がります。花火で遊ぶときは、次の注意点を守っ
てください。
《注意点》

・花火に書いてある遊び方のルールは必ず守る。
・花火を人や家に向けたり、燃えやすい物のそば
で遊んだりしない。
・衣服に火が付かないように注意する。
・手持ちの筒型花火は、持つ位置に注意する。
・風が強いときは、花火遊びをしない。
・水を用意して、必ず後片付けをする。

・花火は大人と一
緒に遊ぶ。
・たくさんの花火
に一度に火を付け
ない。
・正しい位置に正
しい方法で火を付ける。
・花火の筒先に顔や手を絶対に出さない。火を付
けるときや途中で火が消えたときは特に注意す
る。
・花火をポケットに入れない。
・絶対に花火をほぐして遊ばない。
　　恵那消防署志２６-０１１９、岩村消防署志４３-
０１１９、明智消防署志５５-０１１９、上矢作分署志

４７-０１１９

ルールを守って楽しく花火を

申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

２８ 31

7

氏　  　  　名　恵那　太郎

一部負担金の
割　　　　合 割

有  効  期  限 平成２８年７月３１日

被保険者番号　０１２３４５６７

サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

と
ミ
ニ
７
０
０
０
万

古
文
書
解
読
講
習
会

家
庭
や
地
域
で
青
少
年
の

非
行
防
止
を

案
内

市
内
の
方
も
空
き
家
改
修

の
補
助
対
象
に

若
年
者
就
労
支
援
セ
ミ

ナ
ー
と
個
別
相
談
会

申
・
問

問

問

申
・
問

注意
申
・
問

問
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市
茶
道
連
盟
に
よ
る
抹
茶
の
お

も
て
な
し
を
行
い
ま
す
。
こ
の
日

は
入
館
料
が
無
料
で
す
。

　
家
族
や
友
達
を
誘
っ
て
、
ぜ
ひ

来
館
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
７
月
１８
日
㈯
午
前
１０
時

～
午
後
３
時
（
無
く
な
り
次
第
終

了
）

□
と
こ
ろ
　
中
山
道
ひ
し
屋
資
料

館
茶
室

□
料
金
　
一
服
１
０
０
円
（
お
菓

子
付
き
）

　
　
文
化
ス
ポ
ー
ツ
課
（
内
線
３

３
５
）

　
市
雇
用
対
策
協
議
会
で
は
、
事

業
所
ご
と
の
ブ
ー
ス
で
会
社
説
明

会
を
行
う
「
ひ
が
し
み
の
就
職
面

接
会
２
０
１
５
」を
開
催
し
ま
す
。

　
申
し
込
み
も
履
歴
書
も
不
要
で

す
。
求
職
者
の
皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

□
と
き
　
８
月
１
日
㈯
午
後
１
時

～
４
時
（
正
午
受
け
付
け
開
始
）

□
と
こ
ろ
　
東
美
濃
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
（
中
津
川
市
）

□
対
象
　
一
般
求
職
者
、
パ
ー
ト

求
職
者
、
Ｕ
タ
ー
ン
希
望
者
、
平

成
２８
年
３
月
に
大
学
な
ど
を
卒
業

す
る
方
（
中
学
生
と
高
校
生
は
除

く
）

□
料
金
　
無
料

□
参
加
企
業
　
市
内
と
中
津
川

市
、
木
曽
郡
（
南
木
曽
町
・
大
桑

村
）
内
の
事
業
所

□
そ
の
他
　
会
社
説
明
は
、
個
別

面
接
方
式
で
行
い
ま
す
。

　
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
恵
那
志
２
６

―
１
３
４
１

　
道
の
駅
そ
ば
の
郷
ら
っ
せ
ぃ
み

さ
と
で
は
、
ソ
バ
の
種
ま
き
か
ら

刈
り
取
り
、
そ
ば
打
ち
ま
で
体
験

す
る
「
そ
ば
オ
ー
ナ
ー
」
を
募
集

し
ま
す
。

　
ソ
バ
を
作
っ
て
、
農
業
体
験
を

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

□
日
程
　
▽
８
月
２２
日
㈯
＝
ソ
バ

の
種
ま
き
、寿
老
の
滝
で
昼
食（
ほ

お
葉
ず
し
）（
予
備
日
は
８
月
２３

日
㈰
）　
▽
１０
月
下
旬
＝
ソ
バ
の

刈
り
取
り
、
萱か
や

葺ぶ

き
古
民
家
で
昼

食
（
五
平
餅
）　
▽
１１
月
２９
日
㈰

＝
収
穫
祭
、
そ
ば
打
ち
体
験
、
新

米
試
食
（
地
元
コ
シ
ヒ
カ
リ
）
な

ど□
と
こ
ろ
　
道
の
駅
そ
ば
の
郷
ら

っ
せ
ぃ
み
さ
と
近
辺
の
農
地

□
定
員
　
２５
組
（
８０
人
程
度
）

※
１
組
は
２
～
５
人
ま
で

□
料
金
　
▽
大
人
＝
６
０
０
０
円

／
人
　
▽
子
ど
も
（
３
歳
か
ら
中

学
生
ま
で
）
＝
４
０
０
０
円
／
人

□
締
め
切
り
　
７
月
３１
日
㈮

□
そ
の
他
　
参
加
者
に
は
、
旬
の

野
菜
引
換
券
や
温
泉
宿
泊
優
待
券

な
ど
の
特
典
も
あ
り
ま
す
。
　
　

　
　
　
　
道
の
駅
そ
ば
の
郷
ら
っ

せ
ぃ
み
さ
と
志
２
８
―
３
３
１
０

奇をてらわず、写生に基づき
ながらもモチーフを印象的
に描き出した広重の富士を
お楽しみください。

８月２日㈰は、市民の日（市民に限り観覧料が無料）。当日、
受付係に「恵那市民です」と伝えてください。８月１４日㈮は
夜間特別開館（午後８時閉館、入館は午後７時半まで）。
　　中山道広重美術館志２０-０５２２

歌川広重（当館所蔵）

《冨士三十六景》
「駿河薩夕之海上（する
がさったのかいじょう）」

　
施
設
管
理
公
社
で
は
、
パ
ー
ト

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

□
職
種
（
人
数
）　
▽
パ
ー
ト
職

員
＝
学
校
給
食
配
送
業
務（
１
人
）

□
給
与
　
公
社
規
定
に
よ
る

□
対
象
　
普
通
自
動
車
運
転
免
許

取
得
者
（
マ
ニ
ュ
ア
ル
車
）

□
採
用
予
定
日
　
８
月
２６
日
㈬

□
申
し
込
み
方
法
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
紹
介
状
と
履
歴
書
を
持
参

し
、
直
接
申
し
込
む

□
締
め
切
り
　
７
月
２１
日
㈫
必
着

　
　
　
　
施
設
管
理
公
社
志
２
５

―
８
２
１
３
　

　
ぎ
ふ
東
濃
ア
ー
ト
ツ
ー
リ
ズ
ム

２
０
１
５
絵
て
が
み
コ
ン
テ
ス
ト

の
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

　
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
地
域
の

魅
力
を
外
部
に
発
信
す
る
と
と
も

に
、
地
元
の
方
に
も
ふ
る
さ
と
東

濃
の
良
さ
を
再
認
識
し
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
も

の
で
す
。
多
数
の
応
募
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

□
対
象
　
年
齢
や
住
所
は
不
問

□
部
門
　
子
ど
も
の
部
（
中
学
生

以
下
）、一
般
の
部（
高
校
生
以
上
）

□
テ
ー
マ
　「
す
て
き
な
東
濃
」

（
各
部
門
共
通
）

□
規
格
　
は
が
き
サ
イ
ズ
（
縦

１
４
８
㍉
×
横
１
０
０
㍉
）
の
用

紙
を
使
用

□
申
し
込
み
方
法
　
作
品
の
裏
面

に
❶
住
所
❷
氏
名
❸
年
齢（
学
年
）

❹
電
話
番
号
―
を
記
入
し
、
郵
送

か
持
参
す
る

□
締
め
切
り
　
１０
月
１５
日
㈭

　市では、一般業務で使用する封筒（角
２・長３封筒）に掲載する広告主を募集
します。これは、自主財源の確保や広告
主などの営業活動の支援などを目的とし
ているものです。
□内容　角２と長３の封筒裏面に単色
（緑色）で広告を掲載
□対象　法人と個人
□募集枠　 ▽ 角２＝４枠（１枠、縦１２
㌢×横１０㌢）　 ▽長３＝２枠（１枠、縦
８㌢×横10㌢）
□料金　１枠５万円（税抜き）から（申
し込み後に入札を行います）
□申し込み方法　財務課に備え付けの申
請書に記入の上、申し込む

※申請書は市ウェブサイト（http://www.
city.ena.lg.jp/）からも取得できます
□締め切り　７月３１日㈮　
　　　　財務課（内線４３５）申・問

　昨年、名古屋海上保安部管内で夏季に発生
した海でのレジャーに伴う事故者数は５人で
した。死者や行方不明者はいませんでしたが、
１５歳以下の若年齢層の事故者が１人いまし
た。名古屋海上保安部では、海難事故の撲滅を
目指し、安全活動を推進しています。
　楽しく海で遊ぶために次のことに注意して海
難事故防止に努めてください。
・子どもから目を離さない
・ボートに乗るときなどは、大人も子どももラ
イフジャケットを着用する
・海が荒れているときは、海に近づかない
・防水パックなどに入れた携帯電話を持ち、連
絡手段を確保する
・海の事故は１１８番に連絡
　　名古屋海上保安部志０５２-６６１-１６１５

　川遊びが楽しい季節ですが、川には急な増水
など、とても危険な一面もあります。次のこと
に注意して、安全に楽しんでください。
こんなときは川に入らず、入っているときはす

ぐに出る

・大雨や洪水の注意報・警報が発表されている
とき
・雨が降ってきたとき
・川の上流の空に雨雲や入道雲が見えるとき
・雷が鳴り出したとき
・水かさが増えてきたとき
　また、岸から見ると穏やかな場所も、実際は
急な流れの変化などにより危険な場合がありま
す。川へ入るときは、ライフジャケットをきち
んと着用してください。
　県内の雨量や水位についての情報は、県の
ウェブサイト（http://www.kasen.pref.gif
u.jp/）で確認できます。
　　恵那土木事務所志２６-１１１１

海で安全に楽しく遊ぶために

川で安全に楽しく遊ぶために
□
そ
の
他
　
用
紙
の
材
質
や
絵
の

具
、
ク
レ
ヨ
ン
、
版
画
な
ど
の
描

画
材
料
は
自
由
で
す
。
　
　
　
　

　
　
　
　
〒
５
０
７
―
８
７
０
８

多
治
見
市
上
野
町
５
―
６
８
―
１

東
濃
県
事
務
所
振
興
防
災
課
志
０

５
７
２
―
２
３
―
１
１
１
１（
内

線
２
０
８
）

申問　：問い合わせ　　：申し込み

募
集

案
内

そ
ば
オ
ー
ナ
ー

ぎ
ふ
東
濃
ア
ー
ト
ツ
ー
リ

ズ
ム
の
絵
て
が
み
作
品

施
設
管
理
公
社
の
職
員

ひ
が
し
み
の
就
職
面
接
会

２
０
１
５

ひ
し
屋
資
料
館
で
抹
茶
の

お
も
て
な
し

夏休み企画展

「冨士三十六景」

７/２４㈮～８/２３㈰

問

問

問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

市の封筒に掲載する広告主を募集

▲豊作を祈って種をまく

問

問

▶
昨
年
の
最
優
秀
賞
作
品

（
子
ど
も
の
部
㊧
・
一
般
の
部
㊨
）

広
告

広
告

広
告

広
告

広告
広告

▲角２封筒（左）と長３封筒（右）の広告位置の
イメージ
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申問　：問い合わせ　　：申し込み　　※コミセン＝コミュニティセンターの略 

　
世
界
５０
カ
国
で
毎
年
２
万
人
以

上
の
参
加
者
を
誇
る
「
国
際
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が
恵

那
市
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
と
し

は
フ
ラ
ン
ス
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ド
イ

ツ
、
中
国
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
６
人
が
、
８
月
１
日
㈯

か
ら
２
週
間
滞
在
し
ま
す
。

　
活
動
内
容
と
イ
ベ
ン
ト
参
加
方

法
に
関
す
る
説
明
会
を
行
い
ま
す

の
で
、
国
際
交
流
に
興
味
の
あ
る

方
は
、
ぜ
ひ
気
軽
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

□
と
き
　
７
月
１１
日
㈯
午
前
１０
時

〜
１１
時

□
と
こ
ろ
　
共
同
福
祉
会
館

　
　
ユ
ー
リ
カ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
（
小
澤
）
志
０
９
０
―
９
１

７
７
―
４
６
０
０

　
小
学
生
が
２
泊
３
日
で
市
内
約

５０
㌔
の
完
歩
を
目
指
す
、
青
少
年

育
成
事
業「
恵
那
て
く
て
く
の
旅
」

の
サ
ポ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募

集
し
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
３１
日
㈮
〜
８
月
２

日
㈰

□
行
程
　
恵
那
ス
ケ
ー
ト
場
を
ス

タ
ー
ト
し
明
智
か
え
で
ホ
ー
ル
に

ゴ
ー
ル

□
内
容
　
❶
歩
行
サ
ポ
ー
ト
（
３

日
間
の
う
ち
１
日
小
学
生
と
一
緒

に
歩
く
）
❷
給
水
・
先
導
後
備
サ

ポ
ー
ト
❸
休
憩
所
設
営
サ
ポ
ー
ト

❹
記
録
・
安
全
サ
ポ
ー
ト

□
料
金
　
２
０
０
０
円
（
Ｔ
シ

ャ
ツ
や
笠
代
、
保
険
料
を
含
む
）

□
対
象
　
１８
歳
か
ら
６０
歳
ま
で
の

健
康
な
方
で
、
７
月
１２
日
㈰
に
開

催
す
る
リ
ー
ダ
ー
研
修
・
親
子
説

明
会
に
参
加
で
き
る
方

□
締
め
切
り
　
７
月
１０
日
㈮
（
先

着
順
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
合
う
方

を
優
先
）

□
申
し
込
み
方
法
　
任
意
の
様
式

に
❶
氏
名
❷
年
齢
❸
住
所
❹
電
話

番
号
❺
参
加
で
き
な
い
日
❻
希
望

す
る
サ
ポ
ー
ト
内
容
―
を
明
記
し

フ
ァ
ク
ス
で
申
し
込
む

※
詳
細
は
第
９
回
恵
那
て
く
て
く

の
旅
ブ
ロ
グ
（http://enajc2

015.blog.jp

）を
ご
覧
く
だ
さ

い　
　
　
　
恵
那
て
く
て
く
の
旅
協

議
会
（
恵
那
青
年
会
議
所
内
）
志

２
５
―
９
４
０
１
、
思
２
５
―
７

７
４
６

　
歴
史
講
演
会
「
東
野
の
中
世
石

塔
を
考
え
る
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
東
野
地
域
１８
カ
所
に
あ
る
５０
基

の
「
五
輪
塔
」
に
つ
い
て
の
話
を

聞
き
、
知
識
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

□
と
き
　
７
月
２５
日
㈯
午
後
１
時

半
〜
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
東
野
コ
ミ
セ
ン

□
内
容
　
五
輪
塔
の
全
般
的
な
説

明
、
東
野
の
五
輪
塔
の
概
要
と
特

徴
、
時
代
背
景
な
ど

□
講
師
　
松
井
一
明
さ
ん
、
溝
口

彰
啓
さ
ん

　
　
東
野
振
興
事
務
所
志
２
６
―

２
２
４
４

　
認
知
症
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

画
「
妻
の
病
」
の
上
映
会
を
行
い

ま
す
。
一
人
の
医
師
と
、
認
知
症

の
日
々
を
生
き
る
妻
と
の
、
１０
年

間
に
及
ぶ
「
い
の
ち
」
を
巡
る
物

語
で
す
。
ぜ
ひ
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
７
月
２６
日
㈰
❶
午
後
１

時
❷
午
後
３
時
半

□
と
こ
ろ
　
東
美
濃
ふ
れ
あ
い
セ

ン
タ
ー
（
中
津
川
市
）

□
料
金
　
無
料

※
入
場
整
理
券
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
地
域
在
宅
医
療
連
携
推
進
協

議
会
（
恵
那
医
師
会
内
）
志
０
５

７
３
―
６
８
―
８
１
５
１

　
動
画
を
撮
っ
て
、「
青
い
山
の

麓ふ
も
と

［
え
な
］
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー

コ
ン
テ
ス
ト
」
に
応
募
し
ま
せ
ん

か
。
動
画
の
撮
り
方
を
学
ぶ
「
映

画
塾
」
も
開
催
し
ま
す
。

シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
部
門

□
テ
ー
マ
　「
と
ん
だ
ら
…
」

□
作
品
時
間
　
５
分
ま
で

※
ス
ト
ー
リ
ー
性
を
重
視
し
ま
す

フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル 1m

in

部
門

□
テ
ー
マ
　
自
由

□
作
品
時
間
　
１
分
ま
で

※
携
帯
電
話
な
ど
で
撮
影
し
た
も

の
で
も
気
軽
に
応
募
く
だ
さ
い

共
通

□
締
め
切
り
　
９
月
３０
日
㈬

□
応
募
方
法
　
電
子
メ
ー
ル
か
、

恵
那
シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
コ
ン
テ

ス
ト
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト（http://

ena-m
ovie.com

/

）か
ら
申
込

書
を
入
手
し
応
募
す
る

※
応
募
詳
細
や
映
画
塾
の
詳
細
は

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い

　
　
　
　
ア
ミ
ッ
ク
ス
コ
ム
志
２

０
―
３
２
５
２
、糸s-m

ovie@
ena-m

ovie.com

　
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

受
講
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

□
と
き
　
８
月
５
日
㈬
午
前
９
時

半
〜
午
後
４
時
半

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー

□
内
容
　
肢
体
不
自
由
者
や
視
覚

障
が
い
者
の
パ
ソ
コ
ン
利
用
の
サ

ポ
ー
ト
方
法
を
学
び
ま
す
。

□
定
員
　
５
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
無
料

□
締
め
切
り
　
７
月
２４
日
㈮

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

　
　
　
　
福
祉
メ
デ
ィ
ア
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
志
０
５
８
４
―
７
７
―
１

２
８
２

　
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
通
し
て
、
社

会
参
加
し
ま
せ
ん
か
。
見
学
も
歓

迎
で
す
。
受
講
者
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
随
時
募
集
し

て
い
ま
す
。

□
と
き
　
▽
水
曜
日
コ
ー
ス
＝
７

月
１
日
〜
８
月
２６
日
午
前
１０
時
〜

正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時
　
▽
金

曜
日
コ
ー
ス
＝
７
月
３
日
〜
８
月

２８
日
午
前
１０
時
〜
正
午
、
午
後
１

時
〜
３
時

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
、
途

中
参
加
も
可
能

□
と
こ
ろ
　
▽
水
曜
日
コ
ー
ス
＝

市
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
▽
金
曜
日

コ
ー
ス
＝
岩
村
福
祉
セ
ン
タ
ー

□
対
象
　
障
害
者
手
帳
を
持
つ

方
、
難
病
疾
患
の
方
、
生
活
困
窮

者
、
６５
歳
以
上
の
高
齢
者

□
定
員
　
各
７
人
（
先
着
順
）

□
内
容
　
パ
ソ
コ
ン
入
門
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ

ル
な
ど
の
基
礎
な
ど

□
料
金
　
２
５
０
円
／
回
（
別
途

テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
）

□
持
ち
物
　
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン

（
パ
ソ
コ
ン
が
な
い
方
に
は
先
着

４
台
ま
で
貸
し
出
し
ま
す
）

　
　
　
　
障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
サ

ポ
ー
ト
え
な
（
山
田
）
志
０
９
０

―
７
０
４
７
―
５
６
４
９

　
視
覚
障
が
い
者
児
の
パ
ソ
コ
ン

ク
ラ
ブ
（
Ｂ
Ｐ
Ｃ
）
は
、
こ
れ
か

ら
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
い
方
や

も
う
少
し
研
究
し
て
み
た
い
と
い

う
方
に
お
薦
め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室

で
す
。
初
心
者
に
は
個
別
指
導
も

行
い
、
見
学
も
可
能
で
す
。
受
講

者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

□
と
き
　
７
月
２５
日
、
８
月
２２
日

（
毎
回
土
曜
日
）
午
前
９
時
半
〜

正
午

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー 

□
対
象
　
視
覚
障
が
い
者
児
の
方

や
そ
の
家
族
、
友
人

□
定
員
　
１０
人
程
度
（
先
着
順
）

□
内
容
　
視
覚
障
が
い
者
向
け
の

各
種
ソ
フ
ト
を
使
用
し
て
パ
ソ
コ

ン
を
学
習
し
ま
す
。

□
料
金
　
無
料

※
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要

□
そ
の
他
　
両
日
と
も
正
午
か
ら

午
後
２
時
に
、
視
覚
障
が
い
者
が

利
用
で
き
る
制
度
な
ど
に
つ
い
て

の
学
習
会
と
交
流
会
が
あ
り
ま

す
。
出
前
ラ
ン
チ
（
実
費
）
を
希

望
の
方
は
事
前
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

　
　
　
　
大
上
俊
子
志
２
５
―
３

１
１
７

　
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
７セ

ブ
ン

か
８エ
イ
ト

、８
・
１

を
使
い
、
文
字
入
力
や
マ
ウ
ス
、

キ
ー
ボ
ー
ド
の
使
い
方
な
ど
、
パ

ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
を
学
び
ま

す
。

□
と
き
　
８
月
４
日
〜
２５
日
（
毎

週
火
曜
日
）
午
前
９
時
半
〜
１１
時

半
（
全
４
回
）

□
と
こ
ろ
　
恵
那
文
化
セ
ン
タ
ー 

□
定
員
　
１０
人
（
先
着
順
）

□
料
金
　
４
５
０
円
／
回
（
別
途

テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
）

□
受
付
期
間
　
７
月
１１
日
㈯
午
前

１０
時
か
ら
開
講
日
前
日
ま
で
。
初

め
て
受
講
す
る
方
は
、
７
月
２７
日

㈪
ま
で
に
申
し
込
め
ば
優
先
さ
れ

ま
す
。

※
バ
ー
ジ
ョ
ン
が
分
か
ら
な
い

方
、
他
の
バ
ー
ジ
ョ
ン
の
方
は
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　
　
　
　
パ
ソ
コ
ン
サ
ポ
ー
ト
ク

ラ
ブ
志
０
９
０
―
４
２
６
５
―
９

７
２
７

　
三
郷
町
の
魅
力
の
再
発
見
と
新

た
な
観
光
資
源
の
発
掘
を
目
的
と

し
た
、｢

三
郷
ＤでＥ
フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト｣

を
実
施
し
ま
す
。

　
三
郷
町
内
の
風
景
、
自
然
、
行

事
、
文
化
な
ど
を
題
材
と
し
た
作

品
を
募
集
し
ま
す
。
あ
な
た
の
思

う
「
三
郷
の
良
い
と
こ
ろ
」
を
撮

影
し
た
作
品
を
、
ぜ
ひ
応
募
く
だ

さ
い
。

□
各
賞
　
特
選
１
点
（
賞
金
３
万

円
と
副
賞
）、
準
特
選
２
点
（
賞

金
１
万
円
と
副
賞
）、
入
賞 

１０
点

以
内
（
賞
金
５
０
０
０
円
と
副

賞
）、
特
別
賞
数
点

□
対
象
　
プ
ロ
、
ア
マ
チ
ュ
ア
を

問
い
ま
せ
ん

□
サ
イ
ズ
　
四
つ
切
、六
つ
切（
共

に
ワ
イ
ド
可
）、
デ
ジ
タ
ル
画
像

は
Ａ
４
サ
イ
ズ
も
可

□
応
募
方
法
　
持
参
か
郵
送
す
る

（
当
日
消
印
有
効
）

※
メ
ー
ル
で
の
応
募
は
不
可

□
締
め
切
り
　
９
月
３０
日
㈬

□
発
表
・
表
彰
式
　
１１
月
上
旬

※
応
募
先
住
所
や
応
募
用
紙
の
入

手
方
法
な
ど
、
詳
細
に
つ
い
て
は

三
郷
町
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（http://m

isatohp.
w
ebnode.jp/

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い　
　
　
　
三
郷
振
興
事
務
所
志
２

８
―
１
０
０
１

『みんなの掲示板』は、皆さんが主催するイ
ベントや各種募集などを市内に周知するため
のコーナーです。（営利目的・宗教・政治に
関する掲載はできません）
□掲載の申し込み・問い合わせ　総合政策課
広報広聴係志２６-２１１１（内線３２４）

▲市内約５０㌔を歩く３日間の貴重な体験

▲東野にある五輪塔

▲昨年のコンテストで特選を受賞した作品

問

申
・
問

問

Ｂ
Ｐ
Ｃ
パ
ソ
コ
ン
教
室
の

受
講
生
を
募
集

国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
説
明
会
を
開
催

は
じ
め
て
の
パ
ソ
コ
ン
講

座
の
受
講
生
を
募
集

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
教
室

の
受
講
生
を
募
集

認
知
症
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
映
画
を
上
映

歴
史
講
演
会
を
開
催

第
９
回
恵
那
て
く
て
く
の

旅
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

三
郷
町
で
行
う
フ
ォ
ト
コ

ン
テ
ス
ト
の
作
品
を
募
集

障
が
い
者
パ
ソ
コ
ン
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
講
習
会
を
開
催

シ
ョ
ー
ト
ム
ー
ビ
ー
コ
ン

テ
ス
ト
の
作
品
を
募
集

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

申
・
問

問
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１
歳
に
な
り
ま
し
た

ニ
ュ
ー
ス
と
話
題

輝
く
恵
那
人

NEWS&

TOPICS

人
と
ま
ち

恵
那
の
今
を

お
届
け
し
ま
す

父 母

父 母

父 母父 母

父 母

お
誕
生
日

お
め
で
と
う
！

募集中

顔全体を　
写してね！

□申し込み・問い合わせ
〒５０９-７２９２ （住所不要）
総合政策課広報広聴係
志２６-２１１１（内線３２４）

　８月に１歳の誕生日を迎
えるお子さんの写真を募集
します。写真（なるべく１
人で胸から上で顔全体が
写っているもの）の裏に❶
住所❷氏名（ふりがな）❸
生年月日❹性別❺電話番号
❻両親の氏名❼２８字以内
のコメント❽ケーブルテレ
ビ放映の可否－を添えて、
７月１５日㈬までに申し込
んでください。
　申し込み多数の場合は先
着順で掲載します。

　平成２７年緑化推進運動功労者内閣総理大臣表彰を受
賞した明光化成工業株式会社明智工場が、市長へ報告に
訪れました。緑化運動の推進などに顕著な功績を収めた
個人や団体を表彰するもので、ことしは全国から２個人
と１１団体が受賞。企業では同社のみでした。

　
山
岡
町
の
イ
ワ
ク
ラ
公
園
で
「
全
国
細
寒
天
ふ
れ
あ
い
祭
り
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
県
寒
天
水
産
工
業
組
合
と
山
岡
駅
か
ん
て

ん
か
ん
に
よ
る
初
め
て
の
催
し
。「
流
し
と
こ
ろ
て
ん
」
で
は
、

１
０
０
０
人
分
の
と
こ
ろ
て
ん
が
無
料
で
振
る
舞
わ
れ
、
来
場
者

は
青
竹
の
と
い
の
上
を
流
れ
て
く
る
半
透
明
の
と
こ
ろ
て
ん
を
箸

で
す
く
い
上
げ
、
お
い
し
そ
う
に
食
べ
て
い
ま
し
た
。

特産の寒天を食べて健康に

大谷 奏
そう

介
すけ

くん

緑化推進で内閣総理大臣表彰 5月１９日

　６月第２週の危険物安全週間に合わせた講習会が消防
防災センターで開かれ、市危険物安全協会から３９事業
所、５７人が参加しました。参加者は、事故対策研修を
通じて震災対策の大切さを認識し、震災発生に備え役立
てようと真剣に取り組んでいました。

震災時の危険物事故を防ぐ ６月３日

闇に浮かんだ幻想的な棚田 5月３０日

　「全日本学生児童発明くふう展」に入選した大井第二
小学校４年の田口ひかりさんが、市長へ報告に訪れまし
た。作品名「宇宙へはばたけ」は、磁石で固定されたロ
ケットが、スイッチを押すと発射台を離れ、メジャーの
巻き取る力で上方向へ飛んでいくというものです。

全国展の入選を報告 ６月３日

　「田の神様 灯
ともしび

祭り」が中野方町の坂折棚田で開かれ
ました。神様に田植えを無事に済ませた報告と豊作を祈
念するもので、ことしで６回目となります。日が沈み、
あぜ道に設置された約１，０００基のろうそくが闇に浮かぶ
と、約５５０人の来場者は幻想的な風景を楽しみました。

竜矢さん 真由子さん

１
歳
お
め
で
と
う

！
元
気
い
っ
ぱ
い

す
く
す
く
育
っ
て

ね
！

柘植 雄
ゆう

くん

久雄さん 光江さん

祝
１
歳
！
笑
顔
が

か
わ
い
い
奏
介
が

み
ん
な
大
好
き
だ

よ
♡

大井町

山田 創
そう

介
すけ

くん

長島町

お
誕
生
日
お
め
で

と
う
！
元
気
に
大

き
く
育
っ
て
ね
☆

鵜飼 莉
り

那
な

ちゃん

三郷町

敏伸さん 知子さん

祝
１
歳
☆
莉
那
は

家
族
み
ん
な
の
宝

物
☆
元
気
に
大
き

く
な
っ
て
ね
！

服部 慎
しん

夕
た

くん
岩村町

父 母惇也さん みらいさん

い
つ
も
か
わ
い
い

笑
顔
を
あ
り
が
と

う
！
元
気
い
っ
ぱ

い
育
っ
て
ね
☆

近藤 由
ゆ

萌
め

ちゃん

山岡町

晃幹さん 多美子さん

１
歳
お
め
で
と
う

！
元
気
に
明
る
く

姉
妹
仲
良
く
す
く

す
く
と
育
っ
て
ね

足立 花
か

純
すみ

ちゃん

長島町

高康さん ゆかりさん

祝
１
歳
☆
い
つ
も

笑
顔
の
花
を
あ
り

が
と
う
！
元
気
に

大
き
く
な
あ
れ
！

父 母
小木曽 一

ひと

輝
き

くん
山岡町

俊也さん 由美子さん

祝
１
歳
！
い
つ
も

か
わ
い
い
笑
顔
あ

り
が
と
う
！
姉
弟

仲
良
く
ね
♡

７月生まれ

６月６日

中野方町

父 母拓弥さん 依里さん父 母
筒木 愛

あ い

斗
と

くん

明智町

誠さん 恵さん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
元
気
に
た
く
ま

し
く
成
長
し
て

ね
！！

父 母
加藤 颯

そう

太
た

くん

岩村町

充哲さん 真理さん

１
歳
お
め
で
と
う

♡
そ
う
ち
ゃ
ん
の

笑
顔
最
高
！！

父 母
廣瀬 天

あ

海
み

ちゃん

大井町

元治さん 恭代さん

祝
１
歳
♡
お
兄

ち
ゃ
ん
と
仲
良
く

元
気
に
大
き
く

育
っ
て
ね
！

父 母
西尾 明

あす

真
ま

くん

大井町

修さん 真弓さん

あ
す
く
ん
１
歳
お

め
で
と
う
！
兄
弟

仲
良
く
大
き
く

な
ぁ
れ
♡

父 母

上矢作町

拓也さん 友希さん

祝
１
歳
♡
生
ま
れ

て
き
て
く
れ
て
あ

り
が
と
う
♡
元
気

に
育
っ
て
ね
！！

遠山 大
たい

晴
せい

くん

2015.7.115 広報えな 14
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　「
大
好
き
な
着
物
で
、
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献
し
た
い
」
と
話
す
の
は
、
岩
村
町
在

住
の
秋
田
桃
子
さ
ん
。
昔
な
が
ら
の
日
本

髪
と
着
物
姿
で
、
市
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
て
い
る
。

　
秋
田
さ
ん
は
愛
知
県
出
身
。「
も
っ
と

地
域
に
密
着
で
き
る
仕
事
が
し
た
い
」
と

感
じ
て
い
た
頃
、
友
人
か
ら
恵
那
市
の
高

齢
者
介
護
施
設
を
紹
介
さ
れ
た
。
地
域
の

人
と
温
か
く
交
流
し
な
が
ら
働
け
る
場
だ

と
感
じ
、
勤
め
て
い
た
企
業
を
辞
め
転
職

を
決
意
。「
考
え
る
よ
り
も
先
に
行
動
す

る
性
格
」
と
言
う
秋
田
さ
ん
は
、
市
の
空

き
家
バ
ン
ク
制
度
で
出
会
っ
た
築
２
０
０

年
の
古
民
家
へ
す
ぐ
に
移
住
を
決
め
た
。

　
祭
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
だ
け
で
な
く
、

普
段
か
ら
着
物
姿
で
過
ご
す
秋
田
さ
ん
。

も
と
も
と
江
戸
時
代
の
文
化
が
好
き
で
、

一
度
日
本
髪
を
結
っ
て
も
ら
う
機
会
が
あ

り
、
そ
れ
以
来
病
み
つ
き
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

　「
着
物
は
着
て
い
る
人
の
性
格
や
生
き

方
が
分
か
る
も
の
」
だ
と
言
う
。
昔
の
人

の
知
恵
や
工
夫
が
詰
ま
っ
た
作
り
に
な
っ

て
お
り
、「
着
物
は
と
っ
つ
き
に
く
い
と

思
う
方
も
い
る
か
も
し
れ
な
い
け
ど
、
着

て
み
る
と
と
っ
て
も
機
能
的
な
ん
で
す

よ
」
と
絶
賛
す
る
。

　
着
物
と
日
本
髪
で
活
動
す
る
団
体
「
岩

村
ふ
る
さ
と
小
町
」
の
代
表
と
し
て
も
活

躍
。「
人
が
景
観
に
な
る
ま
ち
づ
く
り
」

を
目
指
し
、
祭
り
や
催
し
に
彩
り
を
添
え

た
り
、
着
付
け
や
髪
結
い
を
身
近
に
感
じ

て
も
ら
う
た
め
の
教
室
を
開
催
し
た
り

と
、
精
力
的
に
活
動
し
て
い
る
。
城
下
町

に
溶
け
込
ん
だ
着
物
姿
は
、
ま
る
で
江
戸

時
代
か
ら
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
て
き
た
か

の
よ
う
。
着
物
が
き
っ
か
け
で
知
ら
な
い

人
か
ら
声
を
掛
け
て
も
ら
う
こ
と
も
多

く
、
着
物
の
効
果
を
感
じ
て
う
れ
し
く
な

る
。「
大
好
き
な
着
物
を
着
る
こ
と
で
、

自
分
も
ま
ち
も
笑
顔
に
な
れ
た
ら
」
と
い

う
思
い
で
、
日
々
普
及
に
努
め
て
い
る
。

　
四
季
の
移
り
変
わ
り
や
、
土
地
や
人
の

温
か
さ
を
肌
で
感
じ
ら
れ
る
岩
村
が
大
好

き
と
言
う
秋
田
さ
ん
。「
移
住
者
だ
か
ら

こ
そ
分
か
る
ま
ち
の
良
さ
を
、
市
内
外
の

人
に
伝
え
て
い
き
た
い
」と
ほ
ほ
笑
ん
だ
。 ▲道行く人も振り返る小町の着物姿

着物姿でまちを笑顔に
日本髪と着物姿で景観に花を添える

秋
あ き

田
た

 桃
も も

子
こ

 さん　38 歳

岩村町本町

恵那で輝いている旬な人を紹介します

□プロフィル

平成２４年に愛知県から移住。福祉施設に勤
める傍ら、着物姿でまちを宣伝する「岩村ふ
るさと小町」としても活動。

2015.7.1 広報えな

１２９

食を通してリサイクル学ぶ

　長島小学校の３年生が、有限会社東海バイオの実験農
場で大豆の種まきを行いました。長島小では環境学習の
一環で同社と協力し、給食の残りの堆肥化を１５年続け
ました。ことしからは有機肥料を使って栽培した大豆で
みそを作り、五平餅に付けて食べる取り組みを行います。

こども手帳５００冊を寄贈

　公益財団法人日本公衆電話会岐阜支部が、自ら発行す
る「こども手帳　ぼくも、わたしも社会の一員」５００冊
を寄贈に市役所を訪れました。Ｂ６判、約１００㌻で、犯
罪や災害から身を守る心得やネットの正しい使い方など
が分かりやすい文章と絵で掲載されています。

許さない不法投棄に監視の目

　市内１３地域から推薦された各２人、総勢２６人を不法
投棄監視員に委嘱しました。過去の不法投棄発生場所の
定期的なパトロールや不法投棄を発見した際の市への情
報提供などを行っていただきます。任期は平成２９年３
月３１日まで。

健幸都市を宣言

　まきがね公園一帯で開かれた「健幸フェスタｉｎえな」
のオープニングイベントで本市は健

けん

幸
こう

都市を宣言しまし
た。市を挙げて市民の健康寿命を延ばす取り組みを進め
ようというもの。会場では宣言文の書かれたプレートを
除幕し、宣言文を唱和しました。

コミュニティーで防災減災

　市役所で地区防災計画策定説明会が開かれ、市内１３
地区の代表者ら約１００人が出席しました。兵庫県立大学
防災教育センター長で地区防災計画学会長の室

むろ

﨑
さき

益
よし

輝
てる

教
授が講演し、二つの大震災の経験を教訓に、隣近所のコ
ミュニティーによる共助が欠かせないと訴えました。

中学生が主張、周りを笑顔に

　市少年の主張大会が明智かえでホールで開かれ、市内
８中学校の代表１３人が、人との関わりや体験を通して
感じたこと、考えたことを5分にまとめて発表しました。
最優秀賞は恵那東中学校3年の近藤里奈さん（写真）。
大会の様子は7月１５日からアミックスで放送されます。

6月５日6月７日

6月1２日6月1８日

6月2０日 6月1９日
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皆さんの
大好きな風景を
気軽に応募くだ
さい！
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【File No.　　 旧三宅家 きゅうみやけけ（恵那市明智町１３１６-１）】

　三宅家は馬
ば

木
き

村の有力な農家であった。江戸時代初期には
旗本明智遠山家に仕えていたが、寛文４（１６６４）年に帰農し
馬木村に居を定めた。現在の母屋は、元禄元（１６８８）年に第
５代与次郎重正によって普請されたと伝えられている。近世
中期の民家の特徴である鳥居建ての形式が残されており、市
内で見られる数少ない茅

かや

葺
ぶ

き屋根の建物である。内部は養蚕

築後３００余年を越える重厚な旧家

のために板の間が拡張され、三間取り（広間型）から四間取
り（田の字型）に改造されている。梁

はり

や柱にはちょうなの跡
があり、梁はヒノキが使用され、遠山家の 許

ゆるし

文
ぶみ

が記された
ものもある。近世農家建築の代表例として、昭和５３年に明
智町文化財に指定され、平成１６年には恵那市の文化財に指
定された。

　明智町文化財に指定後、平成３年に明智町へ寄贈され、現在の場所へ移築復元された。
今もいろりがたかれ、かつての有力な農家の暮らしぶりを体感することができる。入場無
料。すぐ隣には大正ロマン館（有料）がある。

上矢作町飯田洞にある「新田の
桜」として、東濃地方では有名
な桜。遠くは名古屋市からも開
花日の問い合わせがある。樹齢
数百年。老桜としてふさわしい。

新田の桜

　　　　　　写真か画像データと❶住所❷氏名（ふりがな）❸電話番号
❹題名❺写真の場所（町名）❻お薦めの理由（７０字以内）―を記入した
用紙を持参するか郵送、電子メールで総合政策課広報広聴係へ提出する。

大井町　神谷三千郎さん

次号は

７月１５日号

発行日は

７月１５日㈬です

広報えな No.２４６
２０１５年（平成２７年）

７月１日発行

『広報えな』７月１日号、
１部当たりの印刷経費は
約１０．８円（税込み）です。

撮影地：上矢作町飯田洞　

□応募方法

伝えたい、守りたい、まちの宝物

26


